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〔１〕安全上のご注意 
■ はじめに 
・ この製品についての説明には、製品を使用する際と、自動車に装着する際の注意

事項が詳しく記載してあります。良くお読みになって、正しくお使いください。 

・ 装着車両に、この製品システム以外の製品装着や改造を行った場合に発生する不

具合に関して、弊社は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

・ お客様ご本人または第三者の方が、この製品および付属品の誤った使用や、その

使用中に生じた故障、その他の不具合によって受けられた障害については、弊社は

一切その責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

・ この製品および付属品は、改良のため予告なく変更する事があります。 

・ キットの構成部品はパーツリストに記載してあります。取り付け前に異品・欠品の無

いことを確認してください。 

■          

 

・ 換気の良い場所で取り付け作業を行ってください。 

換気の悪い場所で作業を行うと、爆発・火災の原因となります。                       

・ バッテリーのマイナス端子をはずしてから、取り付け作業を行ってください。 

配線のショートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ コネクタを外す場合、ハーネスを引っ張らず、必ずコネクタを持って取り外してくださ

い。 

ショートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ この製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中

止し、販売店または弊社までお問い合わせください。 

そのまま使用すると、感電や火災、電装部品の破損の原因となります。 

・ この製品の取り付け時に、エンジンルーム内の電気配線や配管類を傷つけないよう

注意してください。 

     ショートなどによる火災、電装部品・エンジン・車両の破損の原因となります。 

・ 部品交換は自動車が不安定な状態で作業すると危険です。必ず自動車作業専用リ

フトを使用して、安全に作業してください。 

【二柱式リフトをお勧めします】 

やむをえずガレージジャッキを使用する場合は、必ずリジットラック（馬、安全スタン

ド）を併用して安全に作業してください。車載ジャッキでの作業は危険なので絶対に

行わないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警告 この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される危険の状況を示します。 
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■          

 

・ この製品の取り付けは、必ず専門業者に依頼してください。 

取り付けには専門の知識と技術が必要です。 

・ この製品を装着前に落下させたり、装着時に無理な力を加えないでください。 

作動不良や空気漏れの原因になる場合があります。 

・ この製品の加工・分解・改造は行わないでください。 

事故、火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ この製品の取り扱いは慎重に行ってください。落としたり強いショックを与えないでく

ださい。 

事故、火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ エンジンルーム内の温度が下がってから、作業をはじめてください。 

エンジン本体、ラジエター、排気関係の部品は高温になり、火傷の恐れがあります。 

・ 定期的に点検を実施し、十分に注意してご使用ください。 

この製品は耐久性を考慮して、厳選された材料を使用し、厳重な社内品質管理のも

とに製造されていますが、車両の使用条件などにより、耐久性が落ちたりする事が

あります。 

・ 取り付け作業のために一時的に取り外す純正部品は、破損・紛失しないように大切

に保管してください。 

当社は取り付け作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、慎重に作

業を行ってください。 

・ ボルト・ナット類は、適当な工具で確実に締め付けてください。 

必要以上に締め付けを行うと、ボルトのネジ部が破損します。 

 

■ 重要事項 
・ この製品はノーマル車輌を基準に製作されています。 

ノーマル車輌以外に取り付けた場合は、製品の機能・性能及び安全性・耐久性につ

いて保証いたしかねます。 

・ 製品装着時は、異物が混入しないよう、十分に注意をしてください。 

異物等が混入すると最悪の場合エンジン破損の原因になる場合があります。 

・ 純正部品の取り付け、取り外しの作業はメーカー発行の整備要領書をよく読んでか

らおこなってください。 

整備要領書がお手元にない場合はメーカーにてご購入ください。 

・ 走行前には、オイル・冷却水・排気ガス等の漏れがないか点検を行ってください。 

漏れのある状態での走行は、車輌火災やエンジン破損等の恐れがあり危険です。 

・ このキットはハイオクガソリン指定となります。 
レギュ-ラーガソリンを使用しますとノッキング等を発生させ、最悪の場合エンジン破

損の原因になる場合がありますので、必ずハイオクガソリンを使用してください。 

燃料タンクのガソリン入れ換え作業は危険を伴いますので、特に火気に注意してくだ

さい。 

・ 本キット内の、４２．フューエルコントローラは、絶対に分解・改造はしないでください。

分解・改造した場合、燃調（セッティング）が変わってしまい、最悪の場合はエンジン

破損の原因となります。 

 

 注意 この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷また中程度の傷害を負う可能性が想定される危険な状況および物質損害の発生のみが想
定される状況を示します。 
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【作業者の方へお願い】 
作業が終了しましたら、本取扱説明書は必ずお客様に返却してください。 

 

作業にとりかかる前に必ず下記の点を点検してください。 

■純正のホースやバンド等の部品に変形、割れ、ひび等の劣化が生じていたら純正品の新

品に交換してください。 

 

〔２〕適合車種 
□車   名： TOYOTA NOAH/VOXY  

□型   式： AZR60G （ＦＦ車） 

□Ｅ/Ｇ型式： 1AZ-FSE (D-4) 

□年   式： 200１年 11 月～2004 年 7 月 

□製品番号： 10140 

 

□車   名： TOYOTA NOAH/VOXY  

□型   式： AZR65G （４WD 車） 

□Ｅ/Ｇ型式： 1AZ-FSE (D-4) 

□年   式： 200１年 11 月～2004 年 7 月 

□製品番号： 10150 

 

◆製品名称： BLITZ COMPRESSOR SYSTEM 
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〔３〕パーツリスト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1． ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体    １ヶ 2．ｲﾝﾚｯﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ   １ヶ 3．ｱｳﾄﾚｯﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ   １ヶ 4．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰｶﾞｽｹｯﾄ  ２ヶ

5．ｽﾛｯﾄﾙｶﾞｽｹｯﾄ     １ヶ

 

6．ｵﾙﾀﾈｰﾀｰﾌﾟｰﾘｰ   １ヶ 7．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾟｰﾘｰ    １ヶ 8．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾌﾞﾗｹｯﾄＡ １ヶ

11．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰｽﾃｰ    １ヶ

13．ｴｱｸﾘｽﾃｰ No.1    １ヶ 

 

18．ｲﾝﾃｰｸﾊﾟｲﾌﾟ    １ヶ

  

 

 

 

10．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄＡ １ヶ

 

 

12．ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨｽﾃｰ  １ヶ

 

 

15．ｴｱｸﾘｽﾃｰ No.3  １ヶ

 

16．ｴｱｸﾘｽﾃｰ No.4   １ヶ

 

14．ｴｱｸﾘｽﾃｰ No.2  １ヶ

 

9．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾌﾞﾗｹｯﾄＢ  １ヶ 

 

20．ﾊﾞｯﾃﾘｰﾌﾞﾗｹｯﾄ １ヶ

 

17．ｻｸｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟ      １ヶ 

 

19．ﾊﾞｯﾃﾘｰﾄﾚｲ     １ヶ

 



 5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22．六角ｶﾗｰ       １ヶ

 

23．ﾌﾟｰﾘｰｶﾗｰ      １ヶ

25．EDU 移動ﾌﾞﾗｹｯﾄ  ２ヶ 

 

29．φ８ﾎｰｽ        １ヶ 

 

35．ﾄﾗｲﾄﾞﾝ HS44   １ヶ

 

32．異型ｼﾘｺﾝﾎｰｽ   １ヶ

 

24．ﾌﾞﾗｹｯﾄｶﾗｰ    １ヶ 

 

 φ２２-φ１２．２  ｈ=１６．５ φ２０-φ１０．２ ｈ=１６．９

21．ﾊﾞｯﾃﾘｰｽﾃｰ     １ヶ 

 

28．V ﾍﾞﾙﾄ     １ヶ

 

31．φ６０ｼﾘｺﾝﾎｰｽ   ２ヶ

 

 

38．電磁ｸﾗｯﾁ用ｽｲｯﾁ  1 ヶ

 

36．ﾄﾗｲﾄﾞﾝ HS36     ５ヶ

 

 

37．ﾄﾗｲﾄﾞﾝ MH-６    ６ヶ 

 

 

27．ﾃﾝｼｮﾅｰﾎﾞﾙﾄ    1 ヶ

 

30．φ８ﾆｯﾌﾟﾙ      ２ヶ 

 

 

26．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄＢ １ヶ

39．ｽｲｯﾁｺﾝﾄﾛｰﾗ    1 ヶ 

 

40．ｽｲｯﾁ用ﾌﾟﾚｰﾄ    1 ヶ

 

34．ｷﾞﾎﾞｼ･ｽﾘｰﾌﾞｾｯﾄ  ６ヶ

 

33．延長ﾊｰﾈｽ     ４ヶ 
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42．ﾌｭｰｴﾙｺﾝﾄﾛｰﾗｰ   1 ヶ

 

46．ｴﾚｸﾄﾛﾀｯﾌﾟ     ５ヶ

 

 

47．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾌﾟﾚｰﾄ  １ヶ

  

48．ﾊｲｵｸｽﾃｯｶｰ     ２ヶ 

 

 

44．φ７ｺﾙｹﾞｰﾄﾁｭｰﾌﾞ １ヶ

 

43．φ１５ｺﾙｹﾞｰﾄﾁｭｰﾌﾞ 1ヶ

 

41．ﾘﾚｰﾊｰﾈｽ      1 ヶ 

 

45．ﾀｲﾗｯﾌﾟ        ２０ヶ 

 

 

50．取扱説明書    1 ヶ

 

 

 

49．ｼｰﾙﾄﾞ線        1 ヶ 
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①ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M6×16 １４ヶ ②ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M6×30  ６ヶ ③ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M6×35  ２ヶ ④ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M8×20  １ヶ

⑤ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M8×25  ２ヶ ⑥ﾌﾗﾝｼﾞﾎﾞﾙﾄ M10×35 ６ヶ ⑦六角ﾎﾞﾙﾄ M6×65   １ヶ ⑧六角ﾎﾞﾙﾄ M10×50 １ヶ

⑭ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M6       ２ヶ ⑯ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M10      ３ヶ

⑰ﾜｯｼｬｰ M6         １ヶ 

⑪ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ M6×25  ２ヶ⑨六角ﾎﾞﾙﾄ M10×65  １ヶ ⑩六角ﾎﾞﾙﾄ M10×70 １ヶ

⑬ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ M8×80  １ヶ 

⑫ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ M8×75  １ヶ

⑮ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M8       １ヶ

⑱ﾜｯｼｬｰM8          ２ヶ ⑲ﾜｯｼｬｰM10         ５ヶ
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〔５〕純正部品取り外し作業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） バッテリーマイナス端子を取り外

す。 
 
（２） ラジエタードレーンコックをゆるめ、

ラジエターキャップを外して、冷却水

を抜き取る。 
 ※エンジンが高温の時は、ラジエター

キャップを外さないで下さい。 
 
 
 
（３） エアクリーナー取り外し 
（ア）エアクリーナーホースから、キャニ

スターパージ用ＶＳＶを取り外す。 
（イ）ブローバイホースを取り外す。 
（ウ）エアクリーナーホースを取り外

す。 
（エ）エアクリーナーキャップから、吸気

温センサーを外す。 
（オ）クリップ２ヶを外して、エアクリー

ナーキャップを取り外す。 
（カ）インテークダクトを取り外す。 
（キ）エアクリーナーフィルターを取り

外す。 
（ク）ボルト３ヶを外し、エアクリーナー

ボックスを取り外す。 
 
（４）バッテリープラス端子、純正ボルト

（１ヶ）、純正ナット（１ヶ）を外し、バッ

テリーブラケット、バッテリステー、バ

ッテリーおよびバッテリートレイを取

り外す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ドレーンコック 

 

 

 

インテークダクト 

エアクリーナー 
ボックス 

エアクリーナー 
キャップ 

エアクリーナー 
ホース 

フィルター 

吸気温センサー 

ブローバイホース 
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（５）スロットルボディＡＳＳＹ取り外し 
（ア）スロットルボディブラケットに取り

付けてあるアースを取り外した

後、図の位置に共締めし、ボディ

アースし直す。 
（イ）ボルト４ヶとナット１ヶを取り外し、

スロットルボディブラケットおよび

ハーネスを固定しているステーを

取り外す。 
（ウ）スロットルボディＡＳＳＹから、ウォ

ーターバイパスホース２本、キャ

ニスターパージ用ホース、スロット

ルポジションセンサーコネクターを

外す。 
（エ）ボルト４ヶを取り外し、スロットル

ボディＡＳＳＹおよびスロットルボ

ディガスケットを取り外す。 
 
（６）Ｖベルトテンショナーを図のように時

計方向に回し圧縮させ、Ｖベルトを

取り外す。 
 ※Ｖベルトテンショナーを圧縮させる際

には、３秒以上かけてゆっくり行って

ください。 
 
（７）オルタネーターＡＳＳＹ取り外し 
（ア）コネクターおよび＋Ｂ端子を取り

外す。 
（イ）ボルト２本を外し、オルタネーター

ＡＳＳＹを取り外す。 
 

 

スロットルボディ 
ブラケット 

キャニスターパージ用 
ホース 

ｳｫｰﾀｰ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽ 
ﾎｰｽ 

コネクター 
スロットルボディ 
ＡＳＳＹ 

ガスケット 

 

 

共締め 
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〔６〕コンプレッサーキット取り付け作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（１）オルタネーター取り付け 
 （ア）オルタネータープーリーを固定し

ているナットを外し、純正オルタネ

ータープーリーを取り外す。 

 （イ）純正オルタネータープーリーナット

を使用して、６．オルタネータープ

ーリーを取り付ける。 

※ ネジ部にネジロック剤を塗布して

ください。 

※ 締め付けトルク 

＝１００Ｎ・ｍ（１０２０ｋｇｆ・ｃｍ） 

（ウ）純正ボルトを使用して、オルタネ

ーターを元通り取り付ける。 

※ クランクポジションセンサーのハ

ーネスが図の位置を通っている

ことを確認してください。 

※ 締め付けトルク 

Ｍ１０＝５２Ｎ・ｍ（５３１ｋｇｆ・ｃｍ）

Ｍ８＝２１Ｎ・ｍ（２１４ｋｇｆ・ｃｍ）

 （エ）オルタネーターの、コネクター・ 

＋Ｂ端子を、元通り取り付ける。 

※ ＋Ｂ端子締め付けトルク 

＝９．８Ｎ・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 
 

 
 

 

６．オルタネータープーリー 
 

 

ハーネス 
 

リブ 
 クランプ 
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（２）Ｖベルトテンショナーをゆるめ、純

正と同様のレイアウトで、純正Ｖ

ベルトを取り付ける。 
※ ６．オルタネータープーリーは、

２段になっています。純正Ｖベ

ルトは、オルタネーター側にか

けてください。 

  

（３）図のカプラーを固定しているステ

ーを取り外す。 

 

（４）ステーを固定していたボルトを、

取り付け直す。 

 

（５）フリーになったカプラーを、４５．タ

イラップを使用して、適当な場所

に固定する。 

※ 高熱部や可動部に接触しない安

全な場所に、固定してください。

 

（６）⑨六角ボルトＭ１０×６５（１ヶ）、

⑲ワッシャーＭ１０（２ヶ）を使用し

て、９．コンプレッサーブラケットＢ

を仮り付けする。 

※ ⑲ワッシャー（１ヶ）は、９．コンプ

レッサーブラケットＢとエンジン

の間に挟みます。 

 

 

 

 

（７）⑥フランジボルトＭ１０×３５（２ヶ）

を使用して、８．コンプレッサーブ

ラケット A を仮付けする。 

 
ｵﾙﾀﾈｰﾀｰ 
 

ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 
 

ｴｱｺﾝ 
 

ｵｰﾄﾃﾝｼｮﾅｰ 
 

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ 
 

ﾊﾟﾜｽﾃ 
 

純正Ｖﾍﾞﾙﾄ 
 

 

９．コンプレッサー 
ブラケットＢ 

⑨ボルト 
⑲ワッシャー 

⑲ワッシャー 
 

 
９．コンプレッサー 
ブラケットＢ 

８．コンプレッサー 
ブラケットＡ 

⑥ボルト 
 

 

純正Ｖベルト 

６．プーリー 

ステー カプラー 
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（８）１０．テンショナーブラケットＡ取り付

け 
※ 写真は、実際とは若干異なります。 
 （ア）１０．テンショナーブラケットＡに、

⑪キャップボルトＭ６×２５（２ヶ）

を使用して、２６．テンショナーブ

ラケットＢを取り付ける。 
※ 締め付けトルク 
＝１０Ｎ・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 

（イ）１０．テンショナーブラケットＡに、

７．テンショナープーリー、２３．プ

ーリーカラー、２７．テンショナー

ボルト、⑫キャップボルトＭ８×７

５（１ヶ）、⑯フランジナットＭ１０（１

ヶ）、⑱ワッシャーＭ８（１ヶ）を仮

付けする。 
※ ７．テンショナープーリーは、ツ

バのあるほうが、２３．プーリー

カラー側です。 
 
  

 
７．プーリー 
 

１０．ﾃﾝｼｮﾅｰ 
ﾌﾞﾗｹｯﾄＡ 

２３．プーリー

カラー 

⑯ナット 
 

 

１０．ﾃﾝｼｮﾅｰ 
ﾌﾞﾗｹｯﾄＡ 

７．プーリー 

⑯ナット 
 

ツバのあるほうが 
２３．カラー側 

２３．カラー 
 ２７．ﾃﾝｼｮﾅｰﾎﾞﾙﾄ 

 

 

２７．ﾃﾝｼｮﾅｰ 
ﾎﾞﾙﾄ 

２６．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄＢ 

⑪ボルト 

⑫ボルト 
⑱ﾜｯｼｬｰ 

１０．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄＡ 
 



 13

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）（ア）（イ）で組み付けた１０．テン

ショナーブラケットＡを、２２．六角

カラー、２４．ブラケットカラー、

⑥フランジボルトＭ１０×３５（２

ヶ）、⑩六角ボルトＭ１０×７０（１

ヶ）、⑲ワッシャーＭ１０（２ヶ）を

使用して取り付ける。  
※ ⑩ボルトの取り付け場所は、純

正ボルトが留まっています。純

正ボルトを取り外して作業してく

ださい。 

※ ２４．ブラケットカラーは、１０．テ

ンショナーブラケットとエンジン

の間に挟み、⑩ボルトで締め付

けます。 

※ ⑲ワッシャーM１０（１ヶ）は、１

０．テンショナーブラケット A と、

２２．六角カラーの間に挟みま

す。 

※ 締め付け順図の順番で、締め

付けてください。 

※ 締め付けトルク 

Ｍ１０＝４５Ｎ・ｍ（４５０ｋｇｆ・ｃｍ） 
 

（エ）（６）（７）で仮付けだった⑥フラン

ジボルトＭ１０×３５（２ヶ）、⑨六

角ボルトＭ１０×６５（１ヶ）を本締

めする。 
※ 締め付け順図の順番で、締め付

けてください。 
※ 締め付けトルク 
⑥フランジボルトＭ１０×３５ 
＝４５Ｎ・ｍ（４５０ｋｇｆ・ｃｍ） 

     ⑨六角ボルトＭ１０×６５ 
        ＝３８Ｎ・ｍ（３９０ｋｇｆ・ｃｍ） 
 

１０．ステー ⑪ナット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

締め付け順 

１

３

２

 

１０．ﾃﾝｼｮﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄＡ 

２４．ﾌﾞﾗｹｯﾄ 
ｶﾗｰ 

⑩ボルト 
⑲ワッシャー 

⑥ボルト 

２２．六角カラー 

５
４

９．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ﾌﾞﾗｹｯﾄ B 

 

２２．六角カラー 

８．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 
ﾌﾞﾗｹｯﾄＡ 

⑥ボルト 

⑲ﾜｯｼｬｰ 
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（９）４．コンプレッサーガスケット（１ヶ）、

①フランジボルトＭ６×１６（４ヶ）、

②フランジボルトＭ６×３０（１ヶ）、

③フランジボルトＭ６×３５（１ヶ）を

使用して、１．コンプレッサー本体

に、３．アウトレットチャンバーを取

り付ける。  
※ ４．コンプレッサーガスケットは、

１．コンプレッサー本体と、３．アウ

トレットチャンバーの間に挟みま

す。 
※ 締め付けトルク 
＝１０Ｎ・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 

 
（１０）（８）の（ウ）で取り付けた、図の⑥

フランジボルトＭ１０×３５（１ヶ）を、

取り外す。 

 
 
 
（１１）１．コンプレッサー本体取り付け 
 （ア）⑥フランジボルトＭ１０×３５（１

ヶ）、⑧六角ボルトＭ１０×５０

（１ヶ）、⑲ワッシャーＭ１０（１ヶ）

を使用して、１．コンプレッサー

本体を取り付ける。 
※ 締め付けトルク 
＝４５Ｎ・ｍ（４５０ｋｇｆ・ｃｍ） 

 （イ）⑤フランジボルトＭ８×２５（２ヶ）

を使用して、１．コンプレッサー

本体のノーズ部を、１０．テンショ

ナーブラケットＡに取り付ける。  

※ 締め付けトルク 
＝１８．５Ｎ・ｍ（１８８ｋｇｆ・ｃｍ） 
※ 取り付けが困難な場合は、ブラ

ケット類を一度ゆるめて、調整し

てください。その場合、再度締め

付ける時には、（８）の（ウ）（エ）

の締め付け順および締め付けト

ルクに従って締め付けてくださ

い。 
 
 

⑥ボルト 

 

１．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体 
３．ｱｳﾄﾚｯﾄ 
ﾁｬﾝﾊﾞｰ 

①ボルト 

②ボルト 

③ボルト 

 

１．本体 

⑥ボルト 
（裏側から） 

⑧ボルト 
⑲ワッシャー 

 

⑤ボルト 
ノーズ部 
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（ウ）図の位置のクーラーコンプレッサーを

取り付けているボルト（１ヶ）を取り外

し、⑬キャップボルトＭ８×８０（１ヶ）、

⑱ワッシャーＭ８（１ヶ）を使用して、１

１．コンプレッサーステーを仮付けす

る。 
（エ）１１．コンプレッサーステー上部を、⑥

フランジボルトＭ１０×３５（１ヶ）、⑯フ

ランジナットＭ１０（１ヶ）、を使用して、

１．コンプレッサー本体に取り付ける。 
※ 締め付けトルク 
＝４５N・ｍ（４５０ｋｇｆ・ｃｍ） 

（オ）（ウ）で仮付けだった⑬キャップボルト

Ｍ８×８０（１ヶ）を、本締めする。 
※ 締め付けトルク 
＝２４．５N・ｍ（２５０ｋｇｆ・ｃｍ） 

 
 
 
 
 
 
（１２）４．コンプレッサーガスケット（１ヶ）、①

フランジボルトＭ６×１６（４ヶ）、②フ

ランジボルトＭ６×３０（１ヶ）、③フラ

ンジボルトＭ６×３５（１ヶ）を使用し

て、２．インレットチャンバーを取り付

ける。 
※ ４．コンプレッサーガスケットは、１．

コンプレッサー本体と、２．インレット

チャンバーの間に挟みます。 
※ 締め付けトルク 
＝１０Ｎ・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 
 

 

純正ミッション 
ドッキングボルト 

 
①ボルト 

③ボルト 

②ボルト 

２．ｲﾝﾚｯﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 

１．本体 

 

ｸｰﾗｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 

⑬ﾎﾞﾙﾄ 
⑱ﾜｯｼｬｰ 

１１．ステー 

 

⑥ﾎﾞﾙﾄ 
⑯ﾅｯﾄ 

１１．ステー 

１．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体 
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２９．φ８ 
ホース 

３７．トライドン 

純正クランプ 

純正ホース 

３０．ニップル 

（１３）スロットルボディＡＳＳＹ取り付け 
（ア）５．スロットルガスケット、純正スロッ

トルボディＡＳＳＹボルト（３ヶ）、⑦六

角ボルトＭ６×６５（１ヶ）、⑰ワッシ

ャーＭ６（１ヶ）を使用してスロットル

ボディＡＳＳＹを取り付ける。 
※ 締め付けトルク 

＝９．０Ｎ・ｍ（９２ｋｇｆ・ｃｍ） 
 

 

 

（イ）⑥フランジボルトＭ１０×３５（１ヶ）、

⑭フランジナットＭ６（１ヶ）、⑯フラン

ジナットＭ１０（１ヶ）を使用して、１

２．スロットルボディステーを取り付

ける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１４）２９．φ８ホース、３０．φ８ニップル（２

ヶ）、３７．トライドンＭＨ－６（２ヶ）、純

正クランプ（２ヶ）を使用して、純正ウォ

ーターバイパスホース２ヶを延長す

る。 
※ ２９．φ８ホースは、キャニスターパ

ージ用ホースにも使用しますので、

それを考慮した上で、適切な長さに

カットしてください。 
 

 

 ２．ｲﾝﾚｯﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ 

純正ﾎﾞﾙﾄ 

⑦ﾎﾞﾙﾄ 
⑰ﾜｯｼｬｰ ｽﾛｯﾄﾙﾎﾞﾃﾞｨ 

５．ｶﾞｽｹｯﾄ 

 
１２．ｽﾃｰ ⑭ナット 

２．ｲﾝﾚｯﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ

⑦ﾎﾞﾙﾄ 

 

１．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体 

⑥ﾎﾞﾙﾄ 
⑯ﾅｯﾄ 

１２．ｽﾃｰ 
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（１５）純正スロットルボディガスケット、３１．

φ６０シリコンホース（１ヶ）、３６．トラ

イドンＨＳ３６（２ヶ）、②フランジボルト

Ｍ６×３０（４ヶ）を使用して、１８．イン

テークパイプを取り付ける。 
※ ②ボルト締め付けトルク 
＝９．０Ｎ・ｍ（９２ｋｇｆ・ｃｍ） 

 
（１６）（１４）で延長した２９．φ８ホースを、

スロットルボディＡＳＳＹのウォーター

バイパスホースのニップル２ヶ所に、

３７．トライドンＭＨ－６（２ヶ）を使用

して取り付ける。 
※ 純正の時と同じニップルに、取り付

けてください。付け間違いのないよ

うに、十分注意してください。 
 
（１７）純正キャニスターパージ用ホース

を、キャニスターパージ用ＶＳＶから

取り外し、３７．トライドンＭＨ－６（１

ヶ）を使用して、２９．φ８ホースに付

け替える。 
 
（１８）４５．タイラップを使用して、キャニス

ターパージ用ＶＳＶを、図の位置に固

定する。 
  ※高熱部や可動部に接触しない安全な

位置に固定してください。 
 
（１９）（１７）で取り付けた２９．φ８ホース

を、３７．トライドンＭＨ－６（１ヶ）を使

用して、スロットルボディＡＳＳＹのキ

ャニスターパージ用ホースニップル

に、取り付ける。 
 
（２０）ホース類を、４５．タイラップを使用し

て、高熱部や可動部に接触しない安

全な位置に固定して下さい。 
※ ホースに折れ・潰れ等が無いよう固

定してください。 
 
  

純正ミッション 
ドッキングボルト 

 

３６．トライドン 

３１．シリコン 

１８．インテーク 
パイプ 

 ②ボルト（４ヶ） 

１８．インテークパイプ 

純正ガスケット 

 ３７．トライドン 

２９．φ８ 
ホース 

 
ＶＳＶ 

ﾁｬｺｰﾙ 
ｷｬﾆｽﾀｰ 
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（２１）バッテリー取り付け 
  （ア）①フランジボルトＭ６×１６（１

ヶ）、④フランジボルトＭ８×２０

（１ヶ）、⑮フランジナットＭ８（１

ヶ）を使用して、１９．バッテリー

トレイを取り付ける。 
※ 締め付けトルク 

     Ｍ８＝３４Ｎ・ｍ（３４０ｋｇｆ・ｃｍ） 
     Ｍ６＝１０Ｎ・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 
 
（イ）純正のバッテリートレイを、図の

ように削り加工する。 
※ 加工作業の際には、保護メガ

ネ・マスク・軍手等を着用して、

安全に作業してください。 
 
 
 

 
 
 
 
 （ウ）（イ）で加工した純正バッテリート

レイを、１９．バッテリートレイ

に、はめ込む。 
 
 
 
 
 
 
 
（エ）純正バッテリーステー、純正バッ

テリーステーナット、２０．バッテ

リーブラケット、２１．バッテリー

ステー、⑭フランジナットＭ６（１

ヶ）を使用して、バッテリーを取

り付ける。 
（オ）バッテリープラス端子を取り付け

る。 
 

純正ミッション 
ドッキングボルト 

 

１９．バッテリー 
トレイ 

①ボルト 

④ボルト 
⑮ナット 

 

削り加工 

 

純正 
ステー 

純正 
ナット 

⑭ナット 

２１．ステー 
２０．ブラケット 

 純正トレイ 

１９．トレイ 

２１．ステー 
取り付け穴 
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（カ）バッテリーやバッテリーステー等が、図

のエアコンパイプに接触する時は、曲げ

加工して下さい。 
※曲げ加工する際は、パイプの折れ・潰れ

等に十分に注意して、加工してください。 
（２２）スロットルポジションセンサーハーネス

延長 
※必ずハンダ付けにて配線接続
を行ってください。その際、断線・接触

不良・取り付け不良に十分注意してくだ

さい。また、ハンダ付けした箇所は収縮

チューブや絶縁テープ等を使用して確

実に被覆してください。 
その他接続方法を用いた場合は、エン

ジン不調等の原因となります。 
（ア）スロットルポジションセンサーハーネス６

本をカットする。 
※配線接続が可能な長さでカットしてくださ

い。 
（イ）４９．シールド線を使用して、スロットルポ

ジションセンサーハーネスのスロットル

モーター配線（黒線と白線）およびアー

ス線（スロットルモーター配線２本をまと

めているチューブを剥がしていくと、被覆

されていない導線があります）をハンダ

付けにより延長する。 
※４９．シールド線とスロットルモーター配

線は、同じ色を接続してください。 
※４９．シールド線の黒線・白線の周囲にあ

る導線とアース線を接続します。 
※接続後は、ビニールテープ等で、３本を

まとめて被覆してください。 
※配線の接続間違いに、十分注意してくだ

さい。   
（ウ）３３．延長ハーネス（４ヶ）を使用して、残

りのスロットルポジションセンサーハーネ

ス４本をハンダ付けにより延長する。 
※配線の接続間違いに、十分注意してくだ

さい。 
（エ）４３．φ１５コルゲートチューブを使用し

て、（イ）（ウ）で延長したハーネスを、被

覆する。 
（オ）スロットルポジションセンサーカプラーを

取り付ける。 
 

３４．ギボシ 
   スリーブ 

 

アース線と接続 

４９．シールド線 

 

エアコンパイプ 

 

ｽﾛﾎﾟｼﾞｾﾝｻｰｶﾌﾟﾗｰ 

４９．シールド線 

白線 
 

接続部分 
ハンダ付け 

３３．延長ハーネス 

黒線 

 

アース線 

４９．シールド線 

接続部分 
ハンダ付け 

黒線 白線 

３３．延長ハーネス 



 20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４５．タイラップ 
ＥＤＵ 

ハーネス 

 

１４．No.２ｽﾃｰ 

１５．No.３ｽﾃｰ 

１３．No.1 ｽﾃｰ 

 純正ナット 

ケーブルステー 

２５．ブラケット 

①ボルト 

ＥＤＵ 

 
純正ボルト（３ヶ） 

ｸﾘｰﾅｰ 
ﾎﾞｯｸｽ 

（２３）EDU カプラー（２ヶ）を外し、２５．ＥＤ

Ｕ移動ブラケット（２ヶ）、①フランジ

ボルトＭ６×１６（２ヶ）を使用して、Ｅ

ＤＵおよびトランスミッションコントロ

ールケーブルステーを移動する。 
※ トランスミッションコントロールケー

ブルが、周辺部品に接触する場合

は、ケーブルステーを曲げ加工し

てください。その際、ステーの折れ

等には、十分注意してください。 
※ 締め付けトルク 
＝１０N・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 

 
（２４）ＥＤＵカプラーのハーネスを、４５．タ

イラップを使用して、図のように固定

し直し、EDUカプラーを元通り取り付

ける。 
※ 高熱部や可動部に接触しない安全

な位置に固定してください。 
 
（２５）純正エアクリーナー取り付け 
（ア）バッテリートレイを固定している①

フランジボルトＭ６×１６（１ヶ）に、

１３．エアクリステーＮｏ．１を共締

めする。 
※ 仮付けです。 
（イ）①フランジボルトＭ６×１６（２ヶ）を

使用して、１４．エアクリステーＮ

ｏ．２、１５．エアクリステーＮｏ．３

を、仮付けする。 
（ウ）純正エアクリーナーボックスボル

ト（３ヶ）を使用して、（２５）で取り付

けたステー（３ヶ）に、純正エアクリ

ーナーボックスを取り付ける。 
※ 締め付けトルク 
  ＝１０N・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 

（エ）（イ）で仮付けだったボルトを、本

締めする。 

※ 締め付けトルク 

＝１０N・ｍ（１００ｋｇｆ・ｃｍ） 

  （オ）純正エアクリーナーフィルター、エ

アクリーナーキャップ、吸気温セ

ンサーを取り付ける。 
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３５．トライドン 

３１．シリコン 

３６．トライドン 

３２．異型シリコン 
１７．ｻｸｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟ

純正 
ｸﾘｰﾅｰ 

（２６）１７．サクションパイプ取り付け 

（ア）３１．φ６０シリコンホース（１ヶ）、

３２．異型シリコンホース（１ヶ）、

３５．トライドン HS４４（１ヶ）、３

６．トライドン HS３６（３ヶ）を使用

して、１７．サクションパイプを取

り付ける。 

（イ）純正クランプ（２ヶ）を使用して、

純正ブローバーホースを、取り

付ける。 

※ エンジン側は純正と同様の位置

に、１７．サクションパイプ側は

φ１６パイプ部に、取り付けま

す。 

※純正クリーナーボックスが、その他部

品に接触しないように注意して下さ

い。接触する場合は、バッテリートレ

イ・バッテリーブラケット・エアクリーナ

ーステー等を一度ゆるめて、調節して

ください。 

 
（２７）２８．V ベルト取り付け 
（ア）７．テンショナープーリーを介し

て、１．コンプレッサー本体のプ

ーリーと６．オルタネータープーリ

ーに２８．V ベルトを取り付ける。 
※ ７．テンショナープーリーには、 
２８．V ベルトの背面側がかかり

ます。 
（イ）１０．テンショナーブラケットAの、

⑫キャップボルトM８×７５を調節

して、２８．Vベルトのテンションを

調節する。 

（ウ）７．テンショナープーリーの、⑯フ

ランジボルトを本締めする。 
※ 締め付けトルク 
＝４５N・ｍ（４５０ｋｇｆ・ｃｍ） 

 

 
 
 
 

純正ミッション 
ドッキングボルト 

 １．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体 

６．プーリー 

２８．ベルト 
７．プーリー 

※ ２８．Ｖベルトたわみ量（㎜） 
 新品取り付け時 点検時 
たわみ量 ７～８．５ １１～１３ 

 

 

１７．ｻｸｼｮﾝﾊﾟｲﾌﾟ

純正ブローバイホース 純正ｸﾗﾝﾌﾟ 
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（２８）グラブコンパートメントドア ASSY 取り

外し 
 （ア）グラブコンパートメントドア上部を若

干変形させ、ストッパー部を解除す

る。 
 （イ）グラブコンパートメントドアを矢印の

方向に引き、ヒンジ部のかん合を外

し、グラブコンパートメントドア ASSY

を取り外す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２９）４１．リレーハーネス取り付け 
（ア）４１．リレーハーネスのカプラーを、１．

コンプレッサー本体から出ているカプラ

ーに接続する。 
（イ）４１．リレーハーネスのリレー本体を図

の位置に共締めする。 
（ウ）①フランジボルトM６×１６（１ヶ）を使用

して、４１．リレーハーネスのカプラー

から出ている赤線（６ｍｍ丸端子）を、

ボディーアースに、取り付ける。 
（エ）４１．リレーハーネスのリレー本体から

出ている赤線（８ｍｍ丸端子）を、バッ

テリープラス端子に接続する。 
※ バッテリーに接続する線と、ボディア

ースする線を、間違えないように注意

してください。  
（オ）４１．リレーハーネスの青線を、運転席

側から室内に引き込む。 
（カ）（ア）～（オ）で取り付けた配線類を、４

４．φ７コルゲートチューブで被覆し、４

５．タイラップを使用して固定する。 
※ 高熱部や可動部に接触しない安全な

位置に固定してください。 

 

 

ストッパー 

 

リレー本体 

 
配線の接続方法について 

 
（２９）以降の配線の接続は、３４．ギボシ・スリーブセットと４６．エレクトロタップの、どちら

かを使用して作業を行って下さい。また、配線の断線・接触不良等には、十分注意して、

作業してください。接続部は、ビニールテープ等で、確実に被覆してください。 
 

注意 
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赤線（細） 
イグニッションＯＮ 

黒線（細） 
エンジンコンピューターのアース線 

黄線 
エンジンコンピューターの 
A 線へ 

３８．電磁ｸﾗｯﾁ用ｽｲｯﾁ 

青線（細） 
リレーへ 

青線（細） 
スイッチへ 

バッテリー 
＋端子へ 
８㎜丸端子付 

４１．リレー本体 

ヒューズ

カプラー

赤線（太） 
ボディアース 
６㎜丸端子付 

カプラー 

コンプレッサー本体 
電磁クラッチ 

カプラー 

３９．スイッチ 

   コントローラ

カプラー 

電磁ｸﾗｯﾁ用配線図 
（３０）３８．電磁クラッチ用スイッチ取り付

け 
（ア）３８．電磁クラッチ用スイッチの黄

線を、エンジンコンピュータハーネ

スの A線に、接続する。 
（イ）３８．電磁クラッチ用スイッチの黒

線（細）を、エンジンコンピューター

ハーネスの、E２線に接続する。 
（ウ）３８．電磁クラッチ用スイッチの赤

線（細）を、イグニッション ON 電源

に接続する。 
（エ）３８．電磁クラッチ用スイッチの青

線を、（２９）の（オ）で引き込んだ

４１．リレーハーネスの青線に、接

続する。 
 
（３１）４２．フューエルコントローラ取り付け 
（ア）４２．フューエルコントローラの赤

線を、エンジンコンピュータハーネ

スのイグニッション電源線に、接続

する。 
（イ）４２．フューエルコントローラの黒

線を、エンジンコンピュータハーネ

スの E１線に、接続する。 

（ウ）エンジンコンピュータハーネスの

B線を切断し、コンピュータ側のハ

ーネスに黄線を、センサー側のハ

ーネスに緑線を、それぞれ接続す

る。 
※ エンジンコンピュータハーネス B

線への配線は、３４．ギボシ・ス

リーブセットを使用してください。 
 

 

 
A線 E２ 

B 線 

イグニッション電源 

黄線

緑線 

E１ 

４２．フューエル 
 コントローラ 

センサー 
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（３２）３９．スイッチコントローラおよび４０．

スイッチ用プレート取り付け   
  （ア）３９．スイッチコントローラの調節ツ

マミ部の六角ナットおよびワッシャ

ーを取り外す。 
 （イ）３９．スイッチコントローラを取り付

ける場所に、穴開け加工する。 
※ 穴寸法は、図をご参照ください。な

お、取り付け部分の厚み等によ

り、若干の寸法の調整が必要で

す。 
 （ウ）開けた穴に、３９．スイッチコントロ

ーラの調節ツマミ部と、赤色LEDを

通し、表面保護シートおよび裏面

剥離紙を剥がした４０．スイッチ用

プレートを上から被せ、六角ナット・

ワッシャーで固定する。 
  （エ）スイッチ用プレートを、貼り付け、

固定する。 
  （オ）３９．スイッチコントローラのツマミ

取り付け部を反時計回りに止まる

まで回し、調節ツマミのマークが

OFF に合うように取り付ける。 
   ※調節ツマミを回し、プレート表記位

置とツマミマークが合っていること

を確認してください。 
  （カ）３９．スイッチコントローラのカプラ

ーと、３８．電磁クラッチ用スイッチ

のカプラーを接続する。 
 

 

 ４０．ｽｲｯﾁ用ﾌﾟﾚｰﾄ寸法 

 

 

六角ナット 

ワッシャー 

３９．スイッチコントローラ 

 

六角ナット 

ワッシャー 

４０．スイッチ用プレート 

３９．スイッチ 

コントローラ 

 

ツマミ 

４０．スイッチ用プレート  

３９．スイッチ 

コントローラ 

３８．電磁ｸﾗｯﾁ用ｽｲｯﾁ 

   ｶﾌﾟﾗｰ 
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（３５）冷却水注入 
 （ア）ラジエタードレーンコックを閉じて、冷却水をラジエター注入口よりあふれるまで

注入する。 
※ ラジエターインレットホースおよびラジエターアウトレットホースを手で数回圧

迫し、ラジエター注入口の水位が下がる様であれば、追加注入する。 
（イ）ラジエターキャップを閉じる。 
（ウ）ラジエターリザーバータンクに冷却水を上限まで注入する。 
（エ）サーモスタットが開弁するまで、エンジンを暖機する。 
※ 暖気中に、ラジエターインレットホースおよびアウトレットホースを、数回圧迫し

て下さい。なお、ホースは熱くなりますので、火傷には十分注意してください。 
（オ）エンジンを止め、冷却水が冷えるまで待ち、ラジエターキャップを外して、水位を

確認する。 
（カ）水位が下がっている場合は、（ア）から繰り返す。 
（キ）水位が下がらなくなったら、ラジエターリザーバータンクの冷却水を調整する。 

 
（３６）バッテリーのマイナス端子を取り付ける。 
 
（３７）エンジンをかけて、３９．スイッチコントローラをLOWの位置にして、アクセルを軽く

踏み込んだ時に、コンプレッサープーリーのクラッチが「カチッ」と入ることを、確認

して下さい。 
※ シフト位置がPレンジで、なおかつ、パーキングブレーキがかかっていることを確

認して、安全に行ってください。 
 

以上で、本キットの取り付けは終了です。

（３３）（３０）・（３１）・（３２）で取り付けたスイッチ類本体および配線類を４５．タイラップを使

用して、固定する。 
※ 高熱部や可動部に接触しない安全な位置に固定してください。 

 
（３４）グラブコンパートメントドア ASSY を、元通り取り付ける。 
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〔７〕コアタイプエアクリーナー取り付け作業 

本キットに、下記商品を取り付ける際の、取り付け手順です。 

・ ソニックパワー ＡＺＲ６０/６５Ｇ用（コード No．５８０６９） 

・ サスパワーエアクリーナーコアタイプ ＡＺＲ６０/６５Ｇ用（コード No．５６０６９） 

・ サスパワーコアタイプ LM ＡＺＲ６０/６５Ｇ用（コード No．２６０６９） 

  

併せて、コアタイプエアクリーナー同梱の取扱説明書も、ご覧ください。ただし、コア

タイプエアクリーナー付属の、ステー、M６×２０ボルト、M６ワッシャーは使用しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本コンプレッサーキット取り付け状態か

らの、手順です。 
（１）純正エアクリーナーボックスから、吸

気温センサーおよびセンサーグロメ

ットを取り外す。 
（２）純正エアクリーナーボックスボルト（３

ヶ）を取り外し、純正エアクリーナー

キャップ、純正エアクリーナーフィル

ター、純正エアクリーナーボックスを

取り外す。 
（３）①フランジボルト M６×１６（３ヶ）を外

し、１３．エアクリステーNo．１、１４．

エアクリステーNo．２、１５．エアクリ

ステーNo．３を取り外す。 
（４）純正クリーナーボックスから、ゴムブ

ッシュ・カラー（各１ヶずつ）を、取り外

す。 
（５）取り外した純正ゴムブッシュとカラー

を、１６．エアクリステーNo．４のφ１

６穴部に取り付ける。 

 ※ カラーの向きに注意してください。 

（６）純正エアクリーナーボックスボルト（１

ヶ）を使用して、１６．エアクリステー

No．４を仮付けする。 
 

 

純正エアクリボックス 
 

ゴムブッシュ 
カラー 

 

ゴムブッシュ 
カラー 

１６．ステー 

 

１９．トレイ 
 

１６．ステー 
純正ﾎﾞﾙﾄ 
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ｼﾞｮｲﾝﾄｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 
 

M６×１５ﾎﾞﾙﾄ 
 

ｾﾝｻｰｸﾞﾛﾒｯﾄ 
 

M６×２５ 
ﾎﾞﾙﾄ 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 
 

 

１６．ステー 
 

M６ナット 

アダプター 
 

M６×２５ﾎﾞﾙﾄ 

 

３５．ﾄﾗｲﾄﾞﾝ 
ｸﾘｰﾅｰ本体 
 

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 

ﾊﾞﾝﾄﾞ 
 

３１．ｼﾘｺﾝ 
 

１７．ﾊﾟｲﾌﾟ 
 

（７）エアクリーナーキット付属の、M６×１

５ボルト（３ヶ）、M６×２５ボルト（１ヶ）

を使用して、アダプターおよびジョイ

ントアダプターを組み立てる。 
 
（８）（１）で取り外した純正センサーグロメ

ットを、アダプターに取り付ける。 
 
（９）エアクリーナーキット付属のM６ナット

を使用して、（７）（８）で組み付けたコ

アタイプエアクリーナーアダプター

を、１６．エアクリステーNo．４に仮付

けする。 
 
（１０）１７．サクションパイプの３１．φ６０

シリコンホース部に、コアタイプエアク

リーナーアダプターを挿し込み、３５．

トライドン HS４４を締め付け、取り付

ける。 
（１１）（６）（９）で仮付けだったボルト･ナッ

トを、本締めする。 
（１２）コアタイプエアクリーナー本体を、エ

アクリーナーキット付属のバンドを使

用して、取り付ける。 
 ※「コード No．５８０６９ ソニックパワ

ー」の、エアクリーナー本体の組み立

て手順は、エアクリーナーキット付属

取扱説明書を、ご覧ください。 

（１３）コアタイプエアクリーナーアダプター

の、センサーグロメット部に、吸気温

センサーを取り付ける。 
※ 吸気温センサーハーネスが届かない

場合は、ハーネスを束ねている部分

のテープ等を外して、ハーネスに余裕

を持たせてください。その際、ハーネ

スの断線には、十分注意して作業し

てください。その後、４４．φ７コルゲ

ートチューブ等を使用して、ハーネス

を被覆してください。 
 

 

吸気温ｾﾝｻｰﾊｰﾈｽ 
 

吸気温

ｾﾝｻｰ 

以上で、コアタイプエアクリーナーキットの取り付けは終了です。 
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〔８〕取り付け後の確認 
■ エンジン始動前の確認 

・ パイプ、ホース等配管及び配線に間違いがないか確認してください。 

・ ボルト、ナット類の締め忘れがないか確認してください。 

・ ガソリンはハイオクガソリンが入っているか確認してください。 

■ エンジン始動後の確認 

・ コンプレッサーから異音等がないか確認してください。 

・ 軽く空ぶかしをおこない、Ｖベルト、コンプレッサー等に異常がないか確認してくださ

い。（ベルトのスリップ、歯とび） 

・ 冷却水、燃料、オイル等の漏れがないか確認してください。 

〔９〕メンテナンス 
快適に運転していただく為、お車を運転する前には必ず日常点検を行ってください。 

尚、本キットを取り付けた後に維持、管理する項目については必ず実施してください。 

■ コンプレッサーキット装着時の維持、管理項目 

・ エンジンオイルの定期的な交換（推奨 ５０００Ｋｍ以内で交換） 

・ エンジンオイルフィルターの定期的な交換（推奨 １００００Ｋｍ以内で交換） 

・ ハイオクガソリンの使用（レギュラーガソリンは絶対に使用しないでください） 

※キットには専用ハイオクステッカーを付属しています。給油口内側に貼り付ける事をお

勧めします。 

■ Ｖベルトのメンテナンスについて 

 本コンプレッサーキットでは、Ｖベルトを利用しコンプレッサーを回転させ、過給を発生させ
ています。定期的にＶベルトの点検・張りの調整を行ってください。 

・ Ｖベルトの点検・張りの調整 推奨５０００ｋｍで点検・調整 

 ※Ｖベルトは、新品初期に一番伸びる特徴があります。新品Ｖベルトを取り付けた際は

５００ｋｍ以内で、張りを調整して下さい。 

・ Ｖベルトの交換 Ｖベルトの交換サイクルは車両の状態・運転の状況により異なりま

す。Ｖベルトにヒビ、亀裂、歯とび等の劣化が確認された場合には交換をお勧めしま

す。 

 ※Ｖベルトの点検・張りの調整を行わない場合、Ｖベルトがスリップしてしまう事があり

ます。Ｖベルトがスリップしている状態ではコンプレッサー本来の性能を発揮できな

い場合があります。 

〔１０〕推奨パーツ 

・ Ｖベルト（４ＰＫ８２０）                     コードＮｏ．１０１４０－０２１ 

・ SUS パワーエアフィルター純正交換タイプ LM     コードＮｏ．５６５０７                
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〔１１〕セレクトスイッチについて 
本キットでは、電磁クラッチの作動ポイントをドライバーの好みに応じて選択できる、セレクトスイッチ

を採用しています。コンプレッサーの作動ポイントをＯＦＦ／ＬＯＷ／ＭＩＤ／ＨＩの４つの中から選択で

きます。又、コンプレッサー作動時にはＬＥＤが赤く光り電磁クラッチがＯＮ状態であることをドライバ

ーに知らせます。 

 
ＯＦＦ：コンプレッサーは常にＯＦＦ状態です。 

ＬＯＷ：アクセルを少し踏むだけでコンプレッサーが作動します。 

排気量をＵＰしたようなフィーリングが味わえます。 

ＭＩＤ：アクセルを半分くらい踏み込んだ時にコンプレッサーが作動します。 

定速走行・加速走行を自在に操る事ができます。 

ＨＩ：アクセルをほぼ全開に踏み込んだ時だけコンプレッサーが作動します。 

   加速したい時だけコンプレッサーを作動させる事ができますので、メリハリのある走りが可能

です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●製品についてのご相談先 

製品についてのお問い合わせは、お電話またはＦＡＸにて下記宛てにお願いします。 

■連絡先 （株）ブリッツ              ■ＴＥＬ ０５６６－７９－２２００ 

■住所   愛知県安城市高棚町大道４０－１ ■ＦＡＸ ０５６６－７９－２０７０ 

 

 

 

 

 

注意

ＯＦＦ位置はキット未装着（ノーマル）状態ではありません。 
ＯＦＦ位置での走行は、キット未装着（ノーマル）状態と比較すると、フィーリングが若干低

下してしまいます。 
冷間時に LOW 位置でコンプレッサーを作動させた場合、走行フィーリングが若干劣る場

合があります。 

製造 ・ 発売元   株式会社 ブリッツ 
取扱説明書番号   １０１４０００４ 
初版作製年月日   ２００３．３．１ 
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